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質  問  回  答

平成 26 年 8 月 11日

「（案件名）2014 年度案件別事後評価：パッケージ III-6（ミャンマー）」（公示日：平成 26年 7月 30日／公示番号：140596 ）について、

業務指示書に関する質問と回答は以下のとおりです。

通番号 当該頁項目 質問 回答

1 【指示書 6 頁】
第 9 プロポーザルの評価
（2）評価対象とする業務従事者の
予定人月数

【指示書 19 ページ】
第 3 業務実施上の条件
「3. 業務量の目処」

評価対象は一人とし、予定人月は 1.84MM とありますが、
業務量の目処を拝読すると 4.14MM（国内 2.20MM、現地
1.94MM）となっております。評価対象と業務量の MM との
違いに関してご説明をしていただければ幸いです。

全体業務量（4.14M/M）と評価対象業

務量（1.84M/M）の差分（2.30M/M）

については、①評価対象者が実施、

②団員を追加し評価対象外者が実

施、いずれも可能です。

以 上


